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私は 2021 年 8 月から約 1 年間、ハンガリーで生活しています。ハンガリーはヨーロッパの
真ん中に位置しているにも関わらず、よく知られている国ではありません。日本にもハンガ
リーに関する情報は少なく、それなら自分自身の目で見てみたい、その好奇心からハンガリ
ーへの留学を決めました。 
 
私は、首都ブダペストから電車で 2 時間半ほど離れた、ハンガリー南部に位置しているセ
ゲドという街に住んでいます。気候は日本と同じように四季がありますが、朝と昼では気温
差が 15 度以上あるので体温調節が難しいです。ハンガリーの中では 4 番目に大きく、人口
が多いですが自然もあり、落ち着いた雰囲気のある街です。都市にも関わらずハンガリーの
中でも一番治安がいいので、夜に街を一人で出歩くことができます。クリスマスやハンガリ
ーの記念日にはたくさんの催しがあり、とても活気があります。 

Szeged の街並みとクリスマスのイベントの写真 
 
私の通っている学校はキリスト教を信仰しているので、Spiritual Day といった宗教的な行
事があったり、月に一度教会で Mass が開かれます。ハンガリーでは最終学年に Prom とい



う舞踏会に参加します。私は、最終学年に配属されたので Prom に参加することができまし
た。パートナーと一緒に女性はホワイトドレスをきて踊ります。初めての催しでとても素敵
な想い出ができました。 

 
Prom のクラスダンスの写真 
 
ハンガリーでは他言語の学習、自国の歴史を学ぶことに力を入れています。第一言語として
英語またはドイツ語を選択し、第二言語としてまた別のヨーロッパ言語を勉強します。中に
は日本語を勉強している人もいます。 
歴史や文学、美術の授業ではハンガリーの歴史を深く学びます。ハンガリー人は日本人と比
べ、とても強い愛国心を持っているように感じました。 
 
私は、現地のホストファミリーと一緒に生活しています。私のホストファミリーはとても日
本のことに興味を持っており、私が日本料理を作ったり、抹茶や折り紙などの日本の伝統文
化を教えるととても喜んでくれました。普段は、一緒にご飯を食べたり、料理を作ります。
また、ホストシスターがとてもアニメが好きなので一緒に見ます。ホストファミリーは少し
英語を話すことができるので基本的にコミュニケーションは英語でとりますが、ハンガリ
ー語にも挑戦しながら楽しく会話しています。また、大型連休にはホストファミリーと旅行
に行きます。お城や博物館に行った際には、ホストファミリーが丁寧にその背景や出来事を
教えてくれます。それはとても興味深いものです、なぜなら日本とハンガリーはあまり接点
がないので日本の歴史の授業でハンガリーについて勉強する機会がないからです。 
 



ホストファミリーと旅行に行った際に行ったお城と博物館の写真 
 
1 年間という短い期間ですが、自分自身にいくつかの変化、そして考え方の変化がありまし
た。1 つ目は、自立したということです。この留学生活で言語の壁、コミュニケーションで
誤解などのたくさんの問題に直面してきました。しかし親元を離れたことによって自己解
決力が上がりました。また、たとえ意見が食い違っても自分の意見を言うことの大切さを現
地の友人を通して知ることができました。もう 1 つは家族を大切にするということです。
ハンガリーでは、週末は一緒にご飯を食べる、クリスマスは一緒に過ごす、家に帰ってきた
らハグをするなど家族に温かみを感じました。 
 
日本とハンガリーは文化が異なるので、この留学生活を通してたくさんのカルチャーディ
ファレンスを見つけることができ、とても有意義な時間を過ごすことができました。 
 
-埼玉県の PR 活動について- 
私は、現地の学校で埼玉県についてのプレゼンテーションを行いました。埼玉県という名は
世界的にもあまり知られておらず、『どこに住んでいるの？』と聞かれた際は『東京の隣に
住んでいるよ』と答えなければいけませんでした。しかし、私が“クレヨンしんちゃん”のロ
ーカルシティーであることや“ONE PUNCH MAN”の主人公の名前などを伝えるとみんな
埼玉県に興味を持ってくれました。 
また、小江戸川越や芝桜、秩父の伝統的なお祭りについても加えて紹介すると、プレゼンテ
ーション後に“埼玉県行ってみたい”などの声がたくさん聞くことができました。この自身の
プレゼンテーションを通して自分の住んでいる街を多くの人に知ってもらうことができま
した。世界的に有名なアニメの街であるにもかかわらず、江戸時代から残る街並みなど歴史
も残されている埼玉県を改めて誇りに思いました。これからも、埼玉親善大使として私が通
っていた学校の人だけでなく、もっと多くの人に埼玉県の魅力を発信していきたいと思い
ます。 
 



 
埼玉県についてプレゼンテーションをした際の写真 


